
トロント歌声喫茶の会

 トロント歌声喫茶の会は2001年5月に発足した海外初の歌声喫
茶です。

 歌声喫茶はカラオケでも合唱団でもありません。皆で
歌を一斉にあとからあとから歌う、楽しく健康な集い
です。

 歌声喫茶の総本山、新宿の歌声喫茶「ともしび」と深
い交流があります。

 トロント歌声喫茶の集いは年に4回、春5月、夏8月、
秋11月、冬2月。通常第2土曜午後5時から日系文化
会館2階で。



一月一日

年の始めのためしとて
終わり無き世のめでたさを

松竹立てて門（かど）ごとに
祝（いお）う今日こそ楽しけれ

初日のひかり射し出でて
よもに輝く今朝の空

君がみかげにたぐえつつ
仰ぎ見るこそ尊（とお）とけれ



雪の降る街を

雪の降る街を 雪の降る街を
思い出だけが通り過ぎて行く 雪の降る街を
遠い国から落ちて来る この思い出を この思い出を
いつの日かつつまん 暖かき倖せのほほえみ

雪の降る街を 雪の降る街を
足音だけが追いかけて行く 雪の降る街を
ひとり心に満ちて来る この悲しみを この悲しみを
いつの日かほぐさん みどりなす春の日のそよ風

雪の降る街を 雪の降る街を
息吹と共にこみあげて来る 雪の降る街を
誰も判らぬ我がこころ このむなしさを このむなしさを
いつの日か祈らん 新しきひかり降る 鐘の音



ふるさと

うさぎ追いしかの山 小鮒釣りしかの川
夢はいまもめぐりて 忘れがたきふるさと

如何に居ます父母 つつがなきや友がき
雨に風につけても 思い出ずるふるさと

こころざしをはたして
いつの日にか帰らん

山は蒼きふるさと
水は清きふるさと



早春賦

春は名のみの 風の寒さや
谷のうぐいす 歌は思えど
時にあらずと 声もたてず
時にあらずと 声もたてず

氷溶けさり 葦はつのぐむ
さては時ぞと 思うあやにく
今日も昨日も 雪の空
今日も昨日も 雪の空

春と聞かねば 知らでありしを
聞けば急かるる 胸のおもいを
いかにせよとの この頃か
いかにせよとの この頃か


